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清水芳裕

気づいていただろうか? 多くの

大学植物園でも古い歴史をもつところt=ぼ重要i

思いがけない組み合わせに「なぜ?」 と思う人も多
・
い

その背景を立地環境や遺跡の特徴に探ってみよう

そこには自然とともに生きてきた私たち人類の本来の姿が見えそk」ジづ

蝙
黎
鑢
帝
憮
鰺
縫
機
騨
砦
難
鐵

一●
植
物
回
は
生
き
た
植
物
標
本
を
研
究
や
教
育
に
提
供
し
、
ま
た
そ
の

啓
蒙
の
場
と
し
て
の
目
的
を
も

っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
植
生
に
か
か

一わ
る
自
然
環
境
を
長

い
年
月
に
わ
た

っ
て
保
全
す
る
こ
と

へ
の
配
慮
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、
土
地
に
密
接
に
結
び

つ
い
た
植
物
困
の
存

在
に
よ

っ
て
、
遺
跡
が
荒
廃
す
る
こ
と
な
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と

い
う

事
例
も
少
な
く
な

い
。
こ
こ
で
は
、
古
く
か
ら
著
名
な
遺
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
大
学
植
物
園
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
立
地
の
特
徴
や
遺
跡
の
形

成
過
程
に
注
目
し
な
が
ら
、
両
者
が
共
存
し
て
い
る
背
景
を
探

つ
て
み

る
こ
と
に
す
る
〓

比
較
的
広

い
面
積
を
も
ち
、
植
物
の
生
育
に
必
要
な
地
形
や
上
壌
に

大
き
な
変
化
を
お
よ
ぼ
さ
な

い
こ
と
を
重
視
す
る
な
ど
、
植
物
園
の
管

理
に
は
個
有

の
要
素
が

い
く

つ
か
あ
る
「．
し
た
が

つ
て
、
広

い
範
囲
に

わ
た
る
土
地
が
入
為
的
な
改
変
を
受
け
に
く

い
と

い
う
条
件
を
そ
な

え
、
そ
れ
が
長

い
歴
史
を
刻
ん
だ
遺
跡
の
保
存
に
、
大
き
く
作
用
し
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
〓

一
方
、
両
者

の
歴
史
を
逆
に
お

い
て
、
遺
跡
の
形
成
さ
れ
た
場
所
に

多
く
の
植
物
目
が
立
地
し
て
い
る
、
と

い
う
関
係
を
み
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
ｃ
大
学
植
物
国
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
土
地

利
用
の
社
会
的
な
背
景
が
関
与
し
て
い
る
も

の
の
、
植
物

の
生
育
に
求

め
ら
れ
る
自
然
環
境
と
、
遺
跡
を
残
し
た
先
史

。
古
代
の
人
類
の
活
動

舞
台
に
お
け
る
そ
れ
と
の
間
に
は
、
類
似
し
た
条
件
が
と
も
な

っ
て
い

る
。
今
日
で
は
、
と
く
に
都
市
生
活
に
お

い
て
は
、
自
然
に
依
存
し
て

生
活
し
て
い
る
と

い
う
感
覚
は
希
薄
に
な

っ
て
い
る
が
、
人
類
は
自
然

と
深

い
か
か
わ
り
を
も
ち
、
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
な
が
ら
生
存
し
続

け
た
歴
史
を
も

っ
て
い
る
。
と
く
に
先
史
時
代
に
は
、
動

・
植
物

の
生

態
系
に
依
拠
す
る
面
が
強
か

っ
た
こ
と
を
、
遺
跡
の
立
地
や
そ
こ
に
残

さ
れ
た
道
具
や
動

・
植
物

の
遺
存
体
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
み
ず
　
よ
し
ひ
ろ

　

一
九
四

八
年
生
ま
れ
．
京
都
大
学
文
学

研
究
科
助
教
授
っ
文
学
博
士
．

埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
で

構
内
の
遺
跡
調
査
を
行
う

一

方
、
吉
代
の
窯
業
技
術
に
関
す

る
研
究
を
進
め
て
い
る
．
お
も

な
著
作
に

一縄
文
土
器
大
成

（共
著
、
講
談
社
）
、
「
須
恵
器

の
焼
結
と
海
成
粘
土
」
↑
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

一

九
九
八
年
し

な
ど
．
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現
在
の
植
物
因
と
過
去

の
遺
跡
の
立
地
と
は
、
本
来
性
質

の
異
な
る
も

の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
両
者
に
は
あ
る
共
通
し
た
要
素
が

認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
、
植
物
園
の
存
在
が
遺
跡
の
保
存
を
可
能
に
さ
せ

た
こ
と
の
前
提
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
比
較
的
古

い
歴
史
を
も

つ
植
物
園
と
し
て

知
ら
れ
、
か

つ
著
名
な
遺
跡
を
残
し
て
い
る
、
京
都
大
学
、
北
海
道
大

学
、
東
京
大
学
の
例
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
共
存
関
係
を
み
る
こ
と
に

す
る
。
ま
た
自
然
の
地
形
や
生
態
系
を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
築
か
れ
た

仙
台
城
で
は
、　
一
部
の
自
然
林
が
城
郭
の
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た
が
た

め
に
、
今
日
ま
で
開
発
の
手
が
お
よ
ば
ず
保
全
さ
れ
、
こ
う
し
た
希
有

な
条
件
を
も

つ
東
北
大
学
の
植
物
園
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

醸
炉
ぬ
鷲
鱗
纏
瘍
憑
埒
甕
壽

京
都
大
学
植
物
園

京
都
盆
地
の
北
東
部
の
京
都
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
古
く
か

ら
著
名
な
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
の
北
白
川
迫
分
町
遺
跡
が
あ
る
。

そ
の
当
時
は
、
比
叡
山
西
麓
の
森
林
、
そ
こ
か
ら
幾
筋
に
も
分
か
れ
て

形
成
さ
れ
た
一局
状
地
、
お
よ
び
そ
の
前
面
に
広
が
る
河
川
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
低
湿
地
な
ど
、
多
様
な
環
境
が
展
開
し
た
地
域
で
あ

っ
た
。
先

史
時
代
の
遺
跡
の
形
成
は
、
こ
う
し
た
地
形
と
そ
の
変
化
に
対
応
し
た

自
然
環
境
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
影
響
を
与
え
た
動

・
植
物
相
な
ど
の
生

態
系
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
縄
文
時
代
で
は
炉
を
と
も
な
う
住
居
跡
、

土
器
棺
や
配
石
で
作
ら
れ
た
墓
地
、
一局
状
地
末
端
の
斜
面
下
に
は
、
食

料
と
な
る
ト
チ
や
ド
ン
グ
リ
の
よ
う
な
堅
果
類
を
集
積
し
た
貯
蔵
穴
な

ど
、
集
落
を
構
成
す
る
遺
構
群
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
扇
状
地
を

と
り
ま
く
低
湿
地
部
に
は
、
当
時
の
環
境
を
も
の
が
た
る
多
く
の
資
料

が
残
さ
れ
て
い
た
。
水
づ
か
り
の
状
態
で
保
存
さ
れ
た
多
数
の
樹
木
や

木
の
葉
や
根
な
ど
か
ら
は
、
堅
果
類
を
豊
富
に
供
給
す
る

一
帯
で
あ

っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
泥
質
上
に
残
さ
れ
た
人
や
動
物
の
足
跡
は
、
森
に

回
ま
れ
た
沼
沢
地
で
の
そ
れ
ら
の
活
動
の
痕
跡
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で

あ

つ
た
．）
さ
ら
に
こ
の
低
湿
地
は
、
弥
生
時
代
に
は
水
田
と
し
て
利
用

＊
１
　
京
都
大
学
理
蔵
文
化
財
研
究

セ
ン
タ
ー
　
一
九
八
五

「京
都
大

学
理
蔵
文
化
財
調
査
報
告
Ⅲ
●

写
真
１

（Ｉ
）
　

発
掘
さ
れ
た
縄
文

時
代
の
配
石
業
と
尭
＝
菓

一京
都
人

学
値
物
国
）

写
真
２

（下
）

移

築
保
存
し
た
写
真
１
の
道
構
の
説
明

枚

（京
都
大
学
＝
物
同
）
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さ
れ
た
こ
と
が
、
上
壌
の
花
粉
分
析

の
結
果
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な

っ

て
い
る
。

京
都
大
学

の
植
物
園
は
、
こ
の
北
白
川
追
分
町
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
に

あ
る
。
面
積

一
万
六
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
な
か
に
、
中
国
か
ら
最

初
に
も
ち
こ
ま
れ
た
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
を
は
じ
め
、
多
種
類
の
樹
木
が
う

っ
そ
う
と
茂
り
、
市
街
地
の
な
か
の
大
学
に
あ

っ
て
、
こ
の

一
画
は
自

然
豊
か
な
環
境
を
醸
し
出
し
て
い
る
。　
一
九
二
三

（大
正

一
三
）
年
四

月
に
開
国
し
、
植
物
学
、
動
物
生
態
学
な
ど
広

い
分
野
の
研
究
に
利
用

さ
れ
て
き
た
。

前
述
し
た
北
白
川
迫
分
町
遺
跡
群

の
集
落

の

一
画
を
占
め
る
菓
地

は
、
こ
の
植
物
園
の
な
か
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
で
あ
る
（
そ
こ
で
は
縄

文
時
代
後
期
の
上
器
棺
菓
、
配
石
菓

の
遺
構
が
密
集
し
て
出
上
し
、
住

居
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
住
空
間
を
中
心
に
し
て
、
扇
状
地
末
端
の
低
湿

地
や
周
辺
の
食
料
採
取
の
空
間
と
と
も
に
、
集
落
を
構
成
す
る
主
要
な

要
素
と
な

っ
て
い
た

（写
真

１
ヽ

」ヽ
れ
ら
は
西
日
本

の
縄
文
時
代

の

遺
跡
で
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
、
学
術
的
価
値

の
高

い
こ
と
か
ら
、
近
接

し
た
地
上
に
移
築
し
て
、
観
察
で
き
る
状
態
に
な

っ
て
い
る
（写
真
２
Ｉ

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
国
内

の
広

い
範
囲
に
連
続
し
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
植
物
園
の
現
状
に
大
き
な
変
化
が
な

い
か
ぎ
り
、
良
好
な
状
態
で

保
存
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

北
海
道
大
学
植
物
園

北
海
道
大
学
植
物
園
は
、
札
幌
駅
か
ら
ほ
ど
近

い
、
現
在

の
北
海
道

庁
や
旧
道
庁
舎
な
ど
に
隣
接
し
た
市
街
地
の
な
か
に
あ
る
。
約

一
三

・

三

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
で
、
農
学
部
附
属
植
物
園
と
し
て
の
長

い
歴
史

が
あ
り
、
現
在
は
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
と

い
う
名
称
と
な

っ
て
い
る
。
札
幌
農
学
校

の
ク
ラ
ー
ク
博
士

の
進
言
を

契
機
と
し
て
、　
一
八
人
六
年
に
開
因
さ
れ
、
農
学
校
第

一
農
場
の
南
端

部
を
占
め
る
場
所
で
あ

っ
た
。
現
在
で
は
温
室
、
高
山
植
物
因
、
革
本

‘
‘́
・

北
海
三
人
学
の
遺
跡
保
存
を
―‐ｌｉｌ

（写
真
３
）
と
堅
穴
住
居
跡

（写
真
１
）
の
位
置

（注
）
＝
土
地
理
院
発
行
三
万
■
０
０
０
分
の

一
地
形
図

一札
幌

一
を

一
部
改
変

国
、
濯
木
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
栽
培

・
展
示
が
さ
れ
て
い
る
ｃ

こ
の

一
帯
は
、
石
狩
川
の
支
流
で
あ
る
豊
平
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
低
い
扇
状
地
の
上
に
あ
り
、
地
形
の
名
残
は
今
日
の
国
内
各
所
に
見

ら
れ
る
ゆ
る
や
か
な
起
伏
に
も
反
映
し
て
い
る
。
扇
状
地
の
周
辺
に
特

有
な
地
下
水
に
よ
る
湧
水
の
場
所
は
池
と
し
て
残

っ
て
い
る
。

広
大
な
敷
地
を
占
め
る
北
海
道
大
学
の
構
内
と
植
物
園

一
帯
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
続
組
文
時
代
の
後
半
か
ら
擦
文
時
代
、
つ

ま
り
、
紀
元
後
四
世
紀
ご
ろ
か
ら

一
〇
世
紀
代
に
わ
た
る
年
代
の
遺
跡

が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る

（図
１
）
。　
一
九
五
二
年

に
北
海
道
大
学
北
方
文
化
研
究
室
が
行

っ
た
発
掘
調
査
で
、
人
三
基
の

竪
穴
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
以
後
こ
の

一
帯
の
遺
跡
は

「
北
人
遺

＊
ツ
　̈
中
村
徹
也
　
一
九
七
四

「京

都
大
学
理
学
部
ノ
ー
ト
バ
イ
オ
ト

ロ
ン
実
験
装
置
室
新
営
工
事
に
伴

う
理
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

の
概

要

．

＊
３
　
北
海
道
大
学

　

一
九
八
〇

一北
人
百
年
史

一
部
局
史
、
九

人

０
　
九
八
五
百
↑
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跡
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

続
縄
文
と
は
本
州
で
弥
生

・
古
墳
文
化
が
盛
行
し
た
こ
ろ
に
、
北
海

道
で
は
な
お
縄
文
文
化
の
伝
統
が
残
る
時
代
と
し
て
命
名
さ
れ
た
。
こ

の
時
代
の
後
期
の
上
器
型
式
を
北
人
式
と
よ
ぶ
が
、
そ
れ
は
北
海
道
大

学
構
内
で
出
土
し
た

一
群
の
上
器
を
指
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

後
の
本
州
の
古
代
に
相
当
す
る
時
代
を
、
刷
毛
目
文
の
装
飾
を
も
つ
土

器
を
特
徴
に
し
て
擦
文
時
代
と
い
う
。

現
在
で
も
こ
の
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
地
表
面
に
雀
み
と
し
て
確
認

で
き
る
も
の
も
あ
り
、
北
大
構
内
北
部
の
陸
上
競
技
場
お
よ
び
野
球
場

に
隣
接
す
る

一
帯
は
、
遊
歩
適
や
説
明
板
を
設
置
し
て

「遺
跡
保
存
庭

回
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

（写
真
３
）
。
こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
大

規
模
な
範
囲
に
群
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、
南

の
植
物
園
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

一
九
八
二
年
の
温
室
建
て
替
え
工
事
の
さ
い
に
、
植
物
園
の
東
南
部

を
北
海
道
大
学
理
蔵
文
化
財
調
査
室
が
発
掘
調
査
を
行

い
、
擦
文
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
を
検
出
し
て
い
る
。
三

・
九
×
四
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
方

形
で
、
検
出
面
か
ら
約
五
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
を
も
ち
、
南
東
の

一
辺
に

く
り
抜
き
の
煙
道
を
と
も
な
う
カ
マ
ド
を
備
え
て
い
る

（写
真
４
）
。

温
室
は
旧
地
形
の
河
川
の
湧
水
点
で
あ
る
池
に
接
し
た
微
高
地
上
に
あ

り
、
同
様
の
池
や
湿
地
は
国
内
各
所
に
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
住
居
を

と
も
な

っ
た
集
落
跡
が
、
当
時
の
自
然
環
境
と
と
も
に
よ
く
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

東
京
大
学
植
物
園

小
石
川
植
物
園
と
い
う
名
称
、
あ
る
い
は
青
木
昆
陽
が
甘
諸
を
試
作

し
た
場
所
と
し
て

一
般
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
の
徳
川
五
代

将
軍
と
な
る
細
吉
の
別
邸
が
設
け
ら
れ
た
場
所
で
、
そ
の
地
に
あ

つ
た

白
山
神
社
に
ち
な
ん
で
白
山
御
殿
と
よ
ば
れ
、
現
在
の
白
山
三
丁
目
と

＊
４
　
北
大
訓
企
川

　

一
九
五
五

一
北
人
追
跡
に
つ
い
て
」
一北
方
文

化
研
究
報
告

一
第

一
〇
情
、　
一

一
人
一【

＊
５
　
河
野
広
道

　

一
九
五
九

一北

海
道

の
上
器

一
一
郷
上

の
科
学

一

一
三
ミ́

三
七
　
四
■
只
‥

＊
６
　
Ｉ
藤
義
衛

・
松
同
達
郎

　
一

九
人
四

一農
学
部
附
属
＝
物
Ｈ
地

区
の
調
査

一
一北
人
構
内

の
選
跡

昭
和
五
七
年
度
ｉ
〓
一　
一
一五
頁
、

■
か
ら
　
写
真
３
　
一返
跡
保
存
庭
＝

の
景
観
と
瀧
明
仮

（北
海
道
入
学
構

内
）
　

写
真
４
　
植
物
囲
内
の
堅
穴

住
居
跡

（北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財

調
査
室
提
供
）
　

写
真
５
　
東
京
大

学
植
物
園
西
側
の
傾
斜
面
　
写
真
６

組
文
時
代
の
住
サ
‐―
卜
跡
の
位
置

（東
京

大
学
――――
物
囲
、
写
真
の
中
央
右
端
付

近
）


